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【手続補正書】
【提出日】平成20年12月2日(2008.12.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
ＮＦ－κＢ活性と関連する疾患の治療方法であって、それを必要とする対象に、ＮＩＫ－
ＨＣ８結合を調節することが可能である薬剤の治療有効量を与え、それによって、該対象
におけるＮＦ－κＢ活性と関連する疾患を治療する工程を包含する方法。
【請求項２】
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前記ＮＩＫ－ＨＣ８結合を調節することが、ＮＩＫ－ＨＣ８複合体を破壊すること、また
はその形成を妨害することによってもたらされる請求項１記載の方法。
【請求項３】
前記薬剤が前記ＨＣ８またはＮＩＫをコードする内因性核酸配列に相補的なオリゴヌクレ
オチドである請求項２記載の方法。
【請求項４】
前記薬剤が抗体または抗体フラグメントである請求項２記載の方法。
【請求項５】
前記薬剤が、ＮＩＫを結合可能であるＨＣ８由来アミノ酸配列を含むペプチドであり、該
ペプチドが少なくとも５アミノ酸でかつ５０アミノ酸以下の長さである請求項２記載の方
法。
【請求項６】
前記薬剤が、ＨＣ８を結合可能であるＮＩＫ由来アミノ酸配列を含むペプチドであり、該
ペプチドが５アミノ酸でかつ２００アミノ酸以下の長さである請求項２記載の方法。
【請求項７】
前記ＮＩＫ－ＨＣ８結合を調節することが、ＮＩＫ－ＨＣ８複合体を安定化すること、ま
たはその形成を増強することによってもたらされる請求項１記載の方法。
【請求項８】
前記薬剤が、ＮＩＫまたはＨＣ８の少なくとも活性部分を発現することが可能なポリヌク
レオチドである請求項７記載の方法。
【請求項９】
前記薬剤が、ＮＩＫまたはＨＣ８の少なくとも活性部分を含むポリペプチドである請求項
７記載の方法。
【請求項１０】
前記薬剤がＮＩＫインヒビターである請求項１記載の方法。
【請求項１１】
前記ＮＦ－κＢ活性と関連する疾患が、免疫疾患、炎症性疾患または癌である請求項１記
載の方法。
【請求項１２】
ＮＩＫ－ＨＣ８複合体を破壊すること、またはその形成を妨害することが可能である抗体
または抗体フラグメント。
【請求項１３】
前記抗体または抗体フラグメントの抗原認識ドメインが、配列番号５に示されるアミノ酸
配列のアミノ酸１～１８０または６５０～９４７によって含まれる請求項１２記載の抗体
または抗体フラグメント。
【請求項１４】
２００アミノ酸以下を含み、配列番号５の座標１～１８０または６５０～９４７によって
示されるアミノ酸配列を含む単離されたポリペプチドであって、ＮＩＫ－ＨＣ８複合体を
破壊すること、またはその形成を妨害することが可能である単離されたポリペプチド。
【請求項１５】
２６Ｓプロテアソームの異常な活性と関連する疾患の治療方法であって、それを必要とす
る対象に、ＮＩＫ－ＨＣ８結合を減少することが可能な治療有効量の薬剤を与え、それに
よって、該対象における２６Ｓプロテアソームの異常な活性と関連する疾患を治療する工
程を包含する方法。
【請求項１６】
前記薬剤が、ＮＩＫのキナーゼ活性を阻害することが可能な分子、ＨＣ８のリン酸化変異
体、およびＮＩＫの非機能的誘導体からなる群より選択される請求項１５記載の方法。
【請求項１７】
ＮＦ－κＢ活性または異常なプロテアソーム活性と関連する疾患を治療するために適切な
薬物候補を同定する方法であって、ＮＩＫ－ＨＣ８結合を調節することが可能な分子を同
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定する工程を包含し、該分子が薬物候補である方法。
【請求項１８】
前記分子が、低分子化学物質、ポリヌクレオチド、オリゴヌクレオチド、アプタマー、ポ
リペプチド、ペプチドおよび抗体からなる群より選択される請求項１７記載の方法。
【請求項１９】
ＮＦ－κＢ活性と関連する疾患を治療するための医薬の製造のための、ＮＩＫ－ＨＣ８結
合を調節することが可能な薬剤の使用。
【請求項２０】
前記ＮＩＫ－ＨＣ８結合が、ＮＩＫ－ＨＣ８複合体を破壊すること、またはその形成を妨
害することによってもたらされる請求項１９記載の使用。
【請求項２１】
前記薬剤が、前記ＨＣ８またはＮＩＫをコードする内因性核酸配列に相補的であるオリゴ
ヌクレオチドである請求項２０記載の使用。
【請求項２２】
前記薬剤が抗体または抗体フラグメントである請求項２０記載の使用。
【請求項２３】
前記薬剤がＮＩＫを結合可能であるＨＣ８由来のアミノ酸配列を含むペプチドであり、該
ペプチドが少なくとも５アミノ酸でかつ５０アミノ酸以下の長さである請求項２０記載の
使用。
【請求項２４】
前記薬剤がＨＣ８を結合可能であるＮＩＫ由来のアミノ酸配列を含むペプチドであり、該
ペプチドが５アミノ酸でかつ２００アミノ酸以下の長さである請求項２０記載の使用。
【請求項２５】
前記ＮＩＫ－ＨＣ８結合を調節することが、ＮＩＫ－ＨＣ８複合体を安定化すること、ま
たはその形成を増強することによってもたらされる請求項１９記載の使用。
【請求項２６】
前記薬剤がＮＩＫまたはＨＣ８の少なくとも活性部分を発現することが可能であるポリヌ
クレオチドである請求項２５記載の使用。
【請求項２７】
前記薬剤がＮＩＫまたはＨＣ８の少なくとも活性部分を含むポリペプチドである請求項２
５記載の使用。
【請求項２８】
前記薬剤がＮＩＫインヒビターである請求項１９記載の使用。
【請求項２９】
ＮＦ－κＢ活性に関連する疾患が免疫疾患、炎症性疾患または癌である請求項１９記載の
使用。
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